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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号２

　

茨
城
県
北
西
部
の
地
域
住
民
の
大
き
な

期
待
を
担
い
、
平
成　

年
７
月
３
日
に
開

１８

院
し
た
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
が
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
は
、
常
陸
大
宮

市
と
隣
接
す
る
常
陸
太
田
市
・
那
珂
市
・

城
里
町
・
大
子
町
の
５
市
町
で
構
成
さ
れ

た
総
合
病
院
誘
致
期
成
同
盟
が
推
進
し
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
病

院
で
す
。

　

こ
こ
に
病
院
の
現
状
や
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
紹
介
し
ま
す
。
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●●
平平
成成

年年

●●
●●
●●
●●
●●

１１８８

７
月
３
日

診
療
を
開
始
す
る

　

７
月
３
日 

診
療
を
開
始
す
る

１
０
９
床
稼
働
（
３
階
及
び
４
階
病
棟
）

 

１
０
９
床
稼
働
（
３
階
及
び
４
階
病
棟
）

８
月
８
日

脳
神
経
外
科
の
診
療
を
開
始
す
る

　

８
月
８
日 

脳
神
経
外
科
の
診
療
を
開
始
す
る

９
月
１
日

労
災
保
険
指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
る

　

９
月
１
日 

労
災
保
険
指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
る

日
本
医
療
薬
学
会
認
定
薬
剤
師
制
度
に
よ
る
研
修
施
設
の
認
定
を
受
け
る

 

日
本
医
療
薬
学
会
認
定
薬
剤
師
制
度
に
よ
る
研
修
施
設
の
認
定
を
受
け
る

９
月
２
日

泌
尿
器
科
診
療
を
開
始
す
る

　

９
月
２
日 

泌
尿
器
科
診
療
を
開
始
す
る

　
　

月月　

日

小
児
科
診
療
を
開
始
す
る

日 

小
児
科
診
療
を
開
始
す
る

１０１０

３０３０

●●
平平
成成

年年

●●
●●
●●
●●
●●

１１９９

２
月
１
日

救
急
告
示
病
院
の
認
定
を
受
け
る

　

２
月
１
日 

救
急
告
示
病
院
の
認
定
を
受
け
る

救
急
医
療
二
次
病
院
・
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る

 

救
急
医
療
二
次
病
院
・
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る

２
月
２
日

整
形
外
科
診
療
を
開
始
す
る

　

２
月
２
日 

整
形
外
科
診
療
を
開
始
す
る

２
月

　

２
月　

日

レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
を
開
始
す
る

日 

レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
を
開
始
す
る

１０１０

４
月
１
日

日
本
超
音
波
医
学
会
認
定
超
音
波
専
門
医
研
修
施
設
の
指
定
を
受
け
る

　

４
月
１
日 

日
本
超
音
波
医
学
会
認
定
超
音
波
専
門
医
研
修
施
設
の
指
定
を
受
け
る

８
月
１
日

自
治
医
科
大
学
付
属
病
院
地
域
連
携
協
力
施
設
の
認
定
を
受
け
る

　

８
月
１
日 

自
治
医
科
大
学
付
属
病
院
地
域
連
携
協
力
施
設
の
認
定
を
受
け
る

　
　

月
１
日

障
害
者
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
（
精
神
通
院
医
療
）
を
受
け
る

月
１
日 

障
害
者
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
（
精
神
通
院
医
療
）
を
受
け
る

１０１０

　
　

月
６
日

日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
認
定
施
設
の
認
定
を
受
け
る

月
６
日 

日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
認
定
施
設
の
認
定
を
受
け
る

１０１０

　
　

月
５
日

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
地
域
研
修

月
５
日 

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
地
域
研
修

１１１１

医
療
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
る

 

医
療
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
る

　
　

月
１
日

日
本
外
科
学
会
外
科
専
門
医
制
度
修
練
施
設
の
指
定
を
受
け
る

月
１
日 

日
本
外
科
学
会
外
科
専
門
医
制
度
修
練
施
設
の
指
定
を
受
け
る

１２１２
●●
平平
成成

年年

●●
●●
●●
●●
●●

２２００

１
月

　

１
月　

日

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
２
床
）
を
受
け
る

日 

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指
定
（
２
床
）
を
受
け
る

２１２１

４
月
１
日

日
本
循
環
器
学
会
認
定
循
環
器
専
門
医
研
修
関
連
施
設
の
認
定
を
受
け
る

　

４
月
１
日 

日
本
循
環
器
学
会
認
定
循
環
器
専
門
医
研
修
関
連
施
設
の
認
定
を
受
け
る

６
月
１
日

２
階
病
棟
開
棟
（
１
３
９
床
稼
働
）
す
る

　

６
月
１
日 

２
階
病
棟
開
棟
（
１
３
９
床
稼
働
）
す
る



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号３
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号４
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号５

▲手術の様子 ▲個　　室　

�������	
��������
������

�������������
� � � �

�� � ��� � �

�������	
� �����������	
� ����� � � � � �

�������	
� ������������	
� �������������	

�������	
� �����������	
� ����� �

�������	
� ������������	
� ������ � � � �

�������	
� ������� � � �

����������

���� �

��� �

��� � � � �

��� � � � � �

����� �

�������	
� ������������	
� ����� � � �

�������

������������

��������������

������������������

����

����������	
��������
��������������

�������

�������	
���������������������������������������

�������	
����������������������� !"#$�%&'()*+,-. �/01

�����

�������	
����
�������������

�������	
������������������

�������	
��

�������	
�������������������

������������	
��������������

▲６４列マルチヘリカルＣＴ

■ 問い合わせ先 ■　常陸大宮済生会病院　�５２－５１５１



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号６

����������
　

平
成　

年
秋
、　

年
春
の
叙
勲
に
お
い

１９

２０

て
、
各
分
野
の
功
労
者
と
し
て
受
章
さ
れ
た

　

人
の
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え
る
た
め
、

１０「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
が
、
７
月　

日
、
市

１６

文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
発
令
順
）

◇
旭
日
双
光
章

　
 
小  
林 　
　
 
勲 
さ
ん

こ 
ば
や
し 

い
さ
お（

野
口　

地
方
自
治
に
功
労
）

　

御
前
山
村
議
会
議
員

と
し
て
郷
土
の
発
展
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
さ
れ
、
議
会

議
長
、
議
会
副
議
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 
圷 　
　
　
�
さ
ん

あ
く
つ

（
野
口　

統
計
調
査
に
功
労
）

　

国
勢
調
査
を
は
じ
め

農
林
業
セ
ン
サ
ス
等
各

種
調
査
に
通
算　

回
従

９３

事
さ
れ
、
調
査
の
重
要

性
の
啓
蒙
に
努
め
、
円
滑
で
正
確
な
調
査
を

実
施
し
、
現
在
も
統
計
調
査
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　
 
小 �
　
 
穀  
守 
さ
ん

こ 

よ
し 
も
り

（
上
檜
沢　

教
育
に
功
労
）

　

久
慈
郡
大
子
町
立
大

沢
小
校
長
と
し
て
学
力

向
上
を
経
営
理
念
に
持

ち
、
教
育
一
筋
に
挺
身

し
、
美
和
村
教
育
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
さ

れ
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 
梶  
山 　
 
和  
重 
さ
ん

か
じ 
や
ま 

か
ず 
し
げ（

八
田　

矯
正
業
務
に
功
労
）

　

法
務
事
務
官
と
し

て
、
心
か
ら
被
収
容
者

の
更
正
を
願
い
、
処

遇
・
指
導
等
に
精
励
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
の
経
験
を
伝
達

し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、
矯
正
業

務
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
小
綬
章

　
 
金  
子 　
 
勝  
一 
さ
ん

か
ね 
こ 

か
つ 
い
ち

（
岩
崎　

教
育
に
功
労
）

　

茨
城
県
公
立
学
校
長

と
し
て
生
徒
の
豊
か
な

人
格
形
成
の
完
成
を
目

指
し
、
学
校
運
営
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
多
く
の
競
技
種
目
を
全
国
大

会
に
導
く
等
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
寄
与
さ
れ

多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

◇
旭
日
双
光
章

　
 
根  
本 　
 
嘉  
朗 
さ
ん

ね 
も
と 

よ
し 
あ
き（

山
方　

地
方
自
治
に
功
労
）

　

山
方
町
長
に
４
期
連

続
無
投
票
当
選
さ
れ
、

調
和
と
対
話
の
政
治
理

念
の
も
と
、
各
種
多
く

の
施
策
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
町
政
発
展
の
た

め
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 
関  
口 　
 
邦  
夫 
さ
ん

せ
き 
ぐ
ち 

く
に 
お

（
高
部　

統
計
調
査
に
功
労
）

　

国
勢
調
査
を
は
じ
め

各
種
統
計
調
査
に　

回
９２

従
事
さ
れ
、
現
在
も
調

査
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
美
和
村
統
計
調
査
員

協
議
会
の
会
長
を
歴
任
し
、
地
域
全
体
の
統

計
業
務
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 �
  
安 
き
よ 
子 
さ
ん

た
か 
や
す 

こ（
上
大
賀　

社
会
福
祉
に
功
労
）

　

盲
老
人
ホ
ー
ム
ナ
ザ

レ
園
主
任
支
援
員
と
し

て
、
高
齢
者
・
視
覚
障

害
者
等
の
介
護
・
支
援

に
従
事
さ
れ
る
と
と
も
に
後
進
の
育
成
に
も

あ
た
り
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 
長  
山 　
 
知  
二 
さ
ん

な
が 
や
ま 

と
も 
じ

（
小
舟　

消
防
に
功
労
）

　

消
防
団
に
入
団
以

来
、
消
防
活
動
に
精
励

さ
れ
、
緒
川
村
消
防
団

副
分
団
長
と
し
て
組
織

改
革
や
団
員
の
補
充
等
を
積
極
的
に
推
進

し
、
消
防
体
制
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
 
平  
塚 　
　
 
勇 
さ
ん

ひ
ら 
つ
か 

い
さ
む

（
下
檜
沢　

社
会
福
祉
に
功
労
）

　

民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
、
熱
心
に
自
立

厚
生
指
導
を
行
い
、
財

団
法
人
茨
城
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
現

在
も
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲受章者より善意銀行へ金一封が贈られました。
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す
す
む

ぐ
れ



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号７
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シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
医
療
の
第

一
人
者
で
あ
る
大
田
仁
史
氏
が
考
案
し
た
茨

城
県
独
自
の
も
の
で
、
関
節
と
筋
肉
の
機
能

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
体
操
で
す
。
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
は
こ
の
体
操
の

指
導
者
で
、
地
域
に
お
い
て
介
護
予
防
・
リ

ハ
ビ
リ
体
操
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
会
の
会
長
を
務
め
る
廣
木
新
一
さ
ん
は

平
成　

年
に
指
導
士
の
資
格
を
取
得
。
市
内

１７

６
カ
所
で
実
施
し
て
い
る
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ

で
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

　

廣
木
会
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
関
節
の
機
能
が

弱
っ
た
り
、
筋
力
が

衰
え
た
り
す
る
と
外

出
が
億
劫
に
な
り
、

人
と
ふ
れ
あ
う
機
会

が
減
り
ま
す
。
体
が
元
気
だ
と
外
出
に
積
極

的
で
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
受
け
た
刺
激

が
、
身
体
的
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
の
で

す
。
だ
か
ら
、
寝
た
き
り
を
防
止
す
る
努
力

が
必
要
な
の
で
す
」
と
。

　

こ
の
体
操
の
特
徴
は
、
特
別
な
器
具
を
必

要
と
せ
ず
、
ど
こ
か
へ
出
向
か
な
く
て
も
行

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
寝
て
い
て
も
座
っ

て
い
て
も
思
い
つ
い
た
と
き
に
手
軽
に
で
き

る
体
操
な
の
で
、
負
担
に
感
じ
る
こ
と
な
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
は
市
内

に　

人
（
７
月
３
日
現
在
）
い
ま
す
。
現
在

４８
も
養
成
講
習
会
の
受
講
者
が
お
り
、
今
後
も

指
導
士
は
増
え
る
予
定
で
す
。

　

ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
で
は
「
い
き
い
き
ヘ
ル

ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
」
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」
を

行
い
ま
す
。

　
「
こ
の
体
操
を
続
け
た
お
か
げ
で
痛
く
て

あ
が
ら
な
か
っ
た
肩
が
あ
が
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
の
声
も
き
か
れ
ま
し
た
。
痛
い
と
き

に
は
無
理
を
し
な
い
、
で
き
る
範
囲
で
行

う
、
そ
し
て
何
よ
り
も
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

　

７
月　

・　

日
に
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク

１３

２７

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
中
学
生

や
小
瀬
高
校
の
生
徒
、
常
陸
大
宮
市
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
常
陸
大
宮
市
建
設
業
協
会
、

常
陸
大
宮
部
会
内
郵
便
局
、
約
１
２�
０
０

０
人
が
参
加
し
、
国
道
・
県
道
・
市
道
及
び

河
川
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

可
燃
ご
み
２�
８
２
５�
、
不
燃
ご
み
は

２�
１
３
５�
、
そ
の
他
に
テ
レ
ビ
、
バ
ッ
テ

リ
ー
等
の
粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
が
昨

年
よ
り
ご
み
の
回
収
量
が
減
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、

環
境
づ
く
り
に
地
域
全
体
で
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

７
月　

日
、
大
宮
小
学
校
に
お
い
て
大
宮

１６

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
式
が
三
次
市
長
を
は
じ

め
、
駒
田
市
議
会
議
長
、
坂
本
教
育
長
、
学

区
内
の
区
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
宮
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は　

人
で
、
保

５０

護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

１
年
生
か
ら
３
年
生
を
対
象
に
、
放
課
後
の

安
心
安
全
な
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　

公
立
と
し
て
は
山
方
、
大
場
、
大
宮
西
児

童
ク
ラ
ブ
に
次
い
で
４
ク
ラ
ブ
目
の
開
所
と

な
り
、
専
任
の
指
導
員
が
放
課
後
か
ら
午
後

７
時
ま
で
預
か
り
、
児
童
の
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。
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７
月
３
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公

園
総
合
体
育
館
に
て
、「
第　

回
交
通
安
全

４５

子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
」 が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
競
技
を
通
じ
て
、

安
全
走
行
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
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け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、　

の
代
表
小
学
校

２８

が
出
場
し
、
大
宮
警
察
署
管
内
か
ら
は
、
長

倉
小
学
校
の
６
年
生
が
出
場
し
ま
し
た
。
競

技
は
、
学
科
テ
ス
ト
と
実
技
テ
ス
ト
を
行

い
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
、
踏
み
切
り
な
ど

実
際
の
道
路
を
見
立
て
た
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が

体
育
館
に
設
置
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
元
気
な

声
で
一
時
停
止
や
右
左
折
の
合
図
確
認
を
し

な
が
ら
、
自
転
車
の
運
転
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
緊
張

の
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、

精
い
っ
ぱ
い
競
技
を
し
ま
し
た
。

◎
大
会
代
表
児
童

・
大
森　

詩
穂
さ
ん
・
坂
東　

翔
太
さ
ん

・
佐
藤　

凌
太
さ
ん
・
服
部　

義
野
さ
ん

・
小
室　

洋
平
さ
ん

������������
本庁エントランスホールで７月４　本庁エントランスホールで７月４
日～10日まで、人権七夕飾りが行日～10日まで、人権七夕飾りが行
われました。われました。
この催しは、人権尊重思想の普及　この催しは、人権尊重思想の普及
高揚と啓発を目的に、市人権擁護委高揚と啓発を目的に、市人権擁護委
員協議会が開催しており、毎年、大員協議会が開催しており、毎年、大
宮聖愛、大宮聖慈、ひまわり、さく宮聖愛、大宮聖慈、ひまわり、さく
らの各保育園、大賀保育所の子どもらの各保育園、大賀保育所の子ども
たちが参加しています。たちが参加しています。
願いをこめて書いた短冊や手作り　願いをこめて書いた短冊や手作り
の吹流しが飾られ市役所に訪れたの吹流しが飾られ市役所に訪れた
人々の目を楽しませていました。人々の目を楽しませていました。

　

今
年
の　

月
に
開
催
さ
れ
る
第　

回
国
民

１１

２３

文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
に
お
い
て
、

常
陸
大
宮
市
で
は　

月
２
日
に
「
全
国
吟
詠

１１

剣
詩
舞
道
祭
」、　

月
８
・
９
日
に
「
グ
リ
ー

１１

ン
ふ
る
さ
と
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

西
塩

子
の
回
り
舞
台
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
全
国
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
」の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
立
大
場
小
学
校
児
童

の
皆
さ
ん
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
昨
年
７
月
か
ら
練
習
を
重
ね
て
い
る
吟

詠
と
詩
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
大
会
に
向
け
て
夏
休
み

も
吟
詠
と
詩
舞
の
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

き
っ
と
素
敵
な
舞
台
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▲吟詠と詩舞の衣裳（着物）に身を包んだ児童の皆さん

������

▲市役所を訪れた大賀保育所の子どもたち
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このコーナーでは、常陸大宮市のさまざまな話題を紹介します。
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各
総
合
支
所
所
在
地
域
へ
の
積
極
的
な
少

子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

市
政
全
般
に
つ
い
て
各
地
域
の
皆
様
の�
生

の
声�
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
７
月　

日
御
前

２３

山
総
合
支
所
、　

日
緒
川
総
合
支
所
、　

日

２４

２９

美
和
総
合
支
所
、　

日
山
方
総
合
支
所
で
移

３１

動
市
長
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
多
く

の
市
民
の
方
々
か
ら
は
、
道
路
整
備
等
の
地

域
の
課
題
や
、
市
民
バ
ス
の
活
用
等
多
く
の

要
望
が
出
さ
れ
、
市
政
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
今
後
の
市
政
に
生
か
せ
る
よ
う
務
め
て
い

き
ま
す
。
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７
月　

日
、
御
前
山
総
合
公
園
グ
ラ
ン
ド

１３

に
於
い
て
御
前
山
地
域
体
育
協
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
主
催
に
よ
る
第　

回
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗

３３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
前
山
地
域
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
と
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は　

度
を
越
え
る
猛
暑
日
と
な

３０

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
暑
さ
に
負

け
な
い
熱
い
声
援
を
送
ら
れ
、
白
熱
し
た
好

ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
優
勝
、
御
前
山
保
育
園
、
準
優

勝
は
伊
勢
畑
小
学
校
、
第
３
位
は
御
前
山
中

学
校
で
し
た
。
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　７月１３日、市バレーボール連盟（中村稔会長）主催
の第７回ママさんバレーボール大会が行われました。
１３チームが参加し、結果は次のとおりです。
優　勝　グルービー
準優勝　フォルターズ
第３位　川西ママさん

ステップ

　６月２０日、緒川地域体育協会、教育委員会緒川事務
所主催の平成２０年度緒川地域の地区対抗バレーボール
大会が行われました。１１チームが参加し、結果は次の
とおりです。
Ａブロック　優勝　小舟Ｂチーム
Ｂブロック　優勝　下小瀬チーム
Ｃブロック　優勝　国長チーム

於：西部総合公園体育館 於：緒川中体育館・小瀬小学校体育館

▲優勝したグルービーの皆さん

▲優勝した御前山保育園ＰＴＡの皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１０

　市では、将来に向けた中長期的な財政見通しのもと、安定した財政基盤の確立と効率的な行政運営のため、平
成１８年３月に３つの推進項目を基本方針とする「常陸大宮市行政改革大綱」を策定しました。
　この行政改革大綱に示された目標の達成に向けて、大綱の推進期間を平成１８～２２年度とし、具体的な施策の内
容を示した実施計画に基づき、行政全般の施策の改革を積極的に行います。
　この度、平成１９年度の主な取組状況を取りまとめましたのでお知らせします。

１　効率的な行政運営の推進 （平成19年度の取組による効果額　368，576千円）

効果額
(千円)取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―

○事務事業の見直しによる効
率的行政運営と市民への説
明責任を図りました。

○平成１８年度に実施した事務事業を対象に、平成１９年度事
務事業評価（評価実施１５６事業）を実施し、その結果を平
成１９年１１月に市のホームページで公表しました。

事

務

事

業

コ

ス

ト

の

縮

減

事

務

事

業

の

見

直

し

―
○市民への説明責任と透明性
の向上を図りました。

○平成２０年３月に、総務省方式によるバランスシート及び
行政コスト計算書を市のホームページで公表しました。

―

○職員の意識啓発及び自己能
力の開発を図り、もって行
政運営の効率化及び市民
サービスの向上を図りま
した。

○平成１９年５月から６月を職員提案強化期間として提案を
奨励した結果、市政の政策形成に関すること、市民サー
ビスの向上に関すること等、５４件の提案がありました。

６４，７０６

○事務事業コストの縮減を
図りました。

○平成２０年度予算編成に当たり、経常的経費（時間外勤務
手当・職員普通旅費・消耗品費・食糧費等）の削減に努
めました。

１３，６７６

○施設の維持管理及び事務事
業コストの縮減を図りま
した。

○日常業務における両面コピーの徹底、昼休みの一斉消
灯、冷暖房の適正な温度設定等に努めました。

○事務事業の実施時の環境対
策及び省エネによる経費
削減を図りました。

○平成１９年３月に、地球温暖化対策実行計画（Ｈ１９～Ｈ２３
の５か年間）を策定し、市役所の事務事業活動に伴う温
室効果ガスの排出抑制に努めました。

１２，３００○公共工事のコスト縮減を図
りました。

○公共下水道工事及び農業集落排水工事施工にあたって、
小型マンホールや塩ビマンホールの使用に努めました。

５，４２８○公共工事のコスト縮減を図
りました。

○水道工事に係る設計委託について、業務の一括発注に努
めました。　

１，００１

○口座振替通知書等の印刷代
及び郵便料、口座振替手数
料等の経費削減を図りま
した。

○水道使用料を基礎として使用料を算定する事業（公共下
水道・農業集落排水・戸別浄化槽整備）の事務効率向上
を図るため、平成１９年２月に上下水道料金計算システム
を導入しました。

１，１９０

○公用車の管理経費の縮減を
図るとともに、配置台数の
適正化を図りました。

○公用車更新時に廃車・売払い、リースによる調達、軽自
動車化を推進するとともに、平成１９年１２月に公用車の適
正配置を図るため、公用車見直し計画を策定しました。

―

○学校給食業務の効率的・合
理的な運営及び調理業務の
民間委託の推進を図りま
した。

○学校給食業務を大宮、山方、美和及び御前山学校給食セ
ンターに集約し、調理業務を計画的に民間に委託しま
す。大宮給食センターについては平成２０年度から民間へ
委託しました。

民
間
委
託

等
の
推
進

平成19年度常陸大宮市行政改革取組状況平成19 年度常陸大宮市行政改革取組状況平成19年度常陸大宮市行政改革取組状況平成19 年度常陸大宮市行政改革取組状況平成19 年度常陸大宮市行政改革取組状況



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１１

効果額
（千円）取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―

○事務事業コストの縮減及び
市民サービスの向上を図り
ます。

○平成２０年４月１日から公の施設１８施設に指定管理者制度
を導入しました。（御前山青少年旅行村、三王山自然公
園、おおみや広域聖苑、大宮農村環境改善センター、ふ
れあい農園、辰ノ口親水公園外１２公園）

指
定
管
理
者

制
度
の
活
用

事
務
事
業
の
見
直
し

１５，４７４

○事務事業コストの縮減を図
りました。

○平成２０年度市単独補助金について、予算編成時に補助金
等審議会等で補助金等見直し要領に基づき審議し、適正
化を図りました。

市
単
独
補
助
金

等
の
見
直
し

―

○男女共同参画型社会の推進
を図りました。

○平成１８年１月に策定した常陸大宮市男女共同参画計画に
基づき、各種審議委員会等の女性委員の増員を推進しま
した。
・各種審議会（附属機関）の女性委員比率２７.２％（平成
１９年４月１日現在）

外
郭
団
体
等
の

見

直

し

１３，２７６

○自主財源の確保と受益者負
担の適正化を図りました。

○徴収嘱託員による滞納整理を実施しました。
・平成１９年度徴収実績
　１，３９３件　１３，２７６千円

地
方
公
営

企
業
の
経
営

健

全

化

―

○地方分権の進展や新たな行
政課題、多様化する住民
ニーズに的確に対応するた
め、効率的・効果的な組織
機構に見直しました。

○平成１９年５月に組織機構検討委員会を設置し、平成１９年
１０月１日からのグループ制の試行導入及び平成２０年度の
組織機構について検討しました。
①グループ制の本格導入
②組織改編（各総合支所に市民相談室を新設、経済課と
建設課を経済建設課に統合。教育委員会に学校適正配
置推進室を新設）

組
織
・
機
構
の
見
直
し

組

織

・

機

構

の

見

直

し

―

○市民に対する職員の接遇力
向上を図りました。

○平成１９年６月に、新規採用職員を対象に電信電話ユー
ザー協会主催のマナー研修に参加（３人）しました。窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

○平成２０年２月に、３０代前半の職員を対象に、クレーム対
応能力向上研修を実施（２３人）しました。

―
○市民の視点に立った窓口業
務の点検・改善を図りま
した。

○平成２０年２月に、市民サービスの向上を図るため、来庁
者を対象に窓口アンケートを実施しました。

１８２，４９５

○計画的に職員を削減するこ
とで、人件費の抑制及び定
員適正化を図りました。

○平成２２年度までに６５人の職員数削減を図ります。（Ｈ１７
～Ｈ１９で４４人の削減）
・Ｈ１７年度２０人退職　Ｈ１８年度３人（消防職）採用
・Ｈ１８年度１２人退職　Ｈ１９年度１０人（行政職６人、消防
職４人）採用

・Ｈ１９年度２５人退職　Ｈ２０年度１人（消防職）採用

職
員
数
の
削
減
及
び

定
員
適
正
化
の
推
進

人

件

費

の

抑

制

―

○給与構造の改革を図るた
め、調査・検討しました。

○平成２０年度に管理職を対象とした人事評価制度の導入を
図るため、評定表の作成等を行いました。

給
与
構
造
改
革
及
び

職
員
給
与
の
適
正
化
の
推
進

―

○制度の趣旨に合致した手当
支給に見直しました。

○平成２０年３月議会に特殊勤務手当の改正条例案を上程
し、平成２０年４月支給分から特殊勤務手当を見直しま
した。

―
○茨城県との人事交流を推進
し、職員の人材育成を図り
ました。

○茨城県から収納課へ１人受け入れるとともに、県税事務
所（１人）及び茨城県（３人）へ市職員を派遣しました。

人
材
育
成
の
推
進

―
○職員の政策形成能力や創造
的能力等の向上を図りま
した。

○職員研修を実施しました。（茨城県自治研修所研修参加
者５３人）



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１２

効果額
（千円）取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―

○事務の効率化、コスト削
減、セキュリティの確保を
図るため、システムの一元
化に向けて取組みました。

○庁内の基幹系システム（住民記録・税務・保険年金等）
の再構築基本計画を策定し、再構築業務委託に関する業
者選定委員会を設置しました。

積

極

的

な

情
報
化
の
推
進

電

子

自

治

体

の

推

進

―
○各部署におけるデータの有
効活用と情報共有を図るた
め取組みました。

○地理情報システム（統合型���）の基盤とするため、市
内全域に係る地籍図をデジタル化しました。

―

○携帯電話のエリア拡大を図
りました。

○携帯電話基地局の整備促進を図りました。
（市単独事業：千田地区２か所、入本郷地区１か所、吉丸
地区１か所、事業者による整備：緒川地域３か所、御前
山地域１か所、山方地域１か所）

情
報
基
盤
づ
く
り

―○ブロードバンド環境の整備
促進を図りました。

○市内で唯一ブロードバンド環境の無い「盛金局舎」につ
いて、早期整備に向けてＮＴＴへ要望しました。

―
○放送エリア受信拡大のため
取組みました。

○平成１９年９月に地上デジタル放送に係る説明会を総務
省・ＮＨＫ・民放代表の協力を得て開催しました。（緒川
総合センター、参加者１０２人）

―

○市民、職員の情報化推進
（セキュリティ及び操作能
力の向上等）を図りました。

○平成１９年１２月に職員研修を４回実施しました。（平成１９
年１２月１９日・２０日午前・午後の計４回実施。参加者２００人）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
操
作
能
力
の
向
上

○平成１９年８月・９月・１１月に市民対象の��講習会を１２回
実施しました。（緒川総合センター３講座１６人、図書情
報館３講座８９人　参加者１０５人）

２　健全な財政基盤の確立

効果額
（千円）取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―○徴収体制の充実を図るため
検討しました。

○平成２０年度から効果的な徴収体制の充実を図るため、（仮
称）市税等収納対策本部の設置について、検討しました。

市
税
等
収
納
率
の
向
上（
自
主
財
源
の
確
保
）

４９，２９０

○自主財源の確保と市民負担
の公平性の観点から、市税
等収納率の向上を図りま
した。

○市税等収納率の向上を図るため、次のような取組みをし
ました。
・平成１９年５月に、管理職員による特別滞納整理を実施。
・平成１９年７月に、管理職員（部長級）による大口滞納
者に対する特別滞納整理を実施。

・平成１９年１１月に、国保・介護関係課との合同滞納整理
を実施。

・平成１９年８月から平成２０年１月に、常陸太田県税との
共同滞納整理を実施。

・茨城租税債権管理機構への事案移管１３件

―
○合併による使用料及び分担
金の不均衡是正のため、統
一を図りました。

○平成１９年４月から簡易水道使用料及び簡易水道加入者分
担金を統一しました。

受
益
者

負
担
の

適
正
化

―
○雇用の創出と自主財源の確
保を図りました。

○宮の郷工業団地への企業誘致（平成１９年度：３社契約締
結）を推進しました。

産
業
振
興
と

企
業
誘
致

９，６５０
○市有財産の適正な維持管理
及び自主財源の確保を図
りました。

○遊休地等の利活用及び処分を検討・実施しました。
（平成１９年度：遊休土地２件の売払い）

自
主
財
源
の
確
保

９０
○自主財源の確保及び地域経
済活性化を図りました。

○平成１９年１０月から市の公共物等に有料広告の掲載を始め
ました。（平成１９年度：広報常陸大宮４回掲載、旬報ひ
たちおおみや５回掲載）

―
○安定かつ継続的な財政運営
を図りました。

○市総合計画（実施計画）策定に併せ、財政計画（Ｈ１９～
Ｈ２３の５か年間）を策定し、市債の抑制等、中長期的展
望に立った財政運営に努めました。

市
債
の

抑

制



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１３

■問い合わせ先■　本庁　企画課　行政改革推進室　行政改革推進グループ　�５２－１１１１（内線３２３）

４　公正の確保と透明性の向上

効果額
（千円）取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―

○市政に対する市民参加を促
進するため資料のデータ
ベース化を推進し、市民が
必要とする情報を早く正確
に提供できる機能の充実を
図りました。

○平成１８年度導入したファイリングシステムにより、平成
１９年度から情報目録に代わり「ファイル基準表」をデー
タ化しました。

情
報
公
開
の
推
進
及
び

市
民
へ
の
情
報
提
供

―

○適正な行財政運営の確保の
ため、監査機能の充実を図
りました。

○平成１９年１１月に、工事監査（工事技術調査について、専
門的な観点から協同組合総合技術士連合の技術士による
監査）を実施しました。

監
査
機
能

の
強
化

３　市民参加による協働のまちづくり

効果額
（千円）取 組 の 成 果取 組 実 績実施計画

項 目

―

○合併により広範となった市
域活性化のため、自治組織
の育成を図りました。

○区長会で班域図を作成し転入者や未加入者の区・班への
加入促進を図りました。

行
政
連
絡
組
織
の
活
性
化

と

自

主

運

営

○平成２０年２月に、区と行政の関わり方についての意識の
高揚を図るため、茨城大学人文学部帯刀教授による講話
会「行政と市民の協働について」を開催（区長、副区長１０８
人参加）しました。

―

○市民の意向を把握・分析し、
政策へ反映させるためパブ
リックコメントを実施し、
市民参画（協働）の推進を
図りました。

○常陸大宮市民憲章に係るパブリックコメントを、市の
ホームページ及び広報紙で実施しました。（募集期間：平
成１９年８月３日～９月２日、意見提出：３件）

市

民

参

画
（

協

働

）
の

推

進

○常陸大宮市各種宣言に係るパブリックコメントを、市の
ホームページ及び広報紙で実施しました。（募集期間：平
成１９年１１月２６日～１２月２５日、意見提出：３件）

○常陸大宮市環境基本計画に係るパブリックコメントを、
市のホームページ及び広報紙で実施しました。（募集期
間：平成２０年３月１３日～平成２０年４月１１日、意見提出：
無し）

―

○まちづくりに関する学習会
の拡充と市政への理解を深
め、まちづくり活動の推進
を図りました。

○まちづくり講座（１８講座　受講者３７２人）を開催しました。
（講座内訳：総務部４回、市民部３回、保健福祉部５回、
経済部２回、教育委員会２回、消防本部２回）

―

○本市と地域連携に関する協
定を締結している茨城大学
人文学部等の知的財産を積
極的に活用し、市民、大学、
行政が連携・協働しながら
まちづくりの推進を図り
ました。

○平成１９年１２月にまちづくりシンポジウム「こんなまちに
したい　私たちの地域づくり活動」（山方公民館、参加者
１１５人）を開催しました。知

的

財

産

の

活

用

○平成２０年１月に茨城大学構外講義「常陸大宮キャンパス」
（常陸大宮文化センターでの講義及び緒川・山方地域での
フィールドワーク　参加者：大学生２８人）を開催しま
した。

○平成１９年１１月・１２月に市民大学講座「世界遺産の旅～環
太平洋編」５回シリーズ（参加者：延べ１１０人）を開催し
ました。
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１５
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１６

������

※資本的支出額８億８，８７２万５千円に対して資本的収入額の不足額６億８２０万
円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額等
で補てんしました。

２６，４２９人給 水 人 口

９，９４５件給 水 件 数

２，９５３，２８５�
／年

有 収 水 量

１１，１５２�
一 日 最 大
給 水 量

９，９４４�
一 日 平 均
給 水 量

８１．１５％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区分

１０２．５%
６億９，６２５万

５千円
６億７，９４７万

５千円
収入収　

益 ９８．１%
６億６，６５６万

５千円
６億７，９４７万

５千円
支出

９３．０%
２億８，０５２万

５千円
３億１６９万７

千円
収入資　

本 １０４．０%
８億８，８７２万

５千円
８億５，４５９万

７千円
支出

予算の執行状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表

�
�
�

�
�
�

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
状
況
を
お
知
ら

２０

３１

せ
し
ま
す
。
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 平成１９年度下半期（平成１９年３月３１日現在の財政事情） 

� � � � �

構成比現　在　高科　　目

４．３%１２億９５５万５千円総 務 債

０．０６%１，８３７万１千円民 生 債

４．３%１２億５０４万２千円衛 生 債

２．８%７億９，９６２万３千円農林水産業債

０．３%７，５５７万５千円商 工 債

１１．３%３１億７，９１２万８千円土 木 債

７．４%２０億６，６６２万２千円公 営 住 宅 債

１．４%３億８，６６３万８千円消 防 債

６．６%１８億６，２２０万８千円教 育 債

０．２%４，７１３万８千円災 害 復 旧 債

０．０４%１，２４０万４千円地域改善対策債

１６．５%４６億４，３１９万３千円合 併 特 例 債

１８．８%５２億８，４５７万６千円過疎対策事業債

２６．０%７２億８，３９６万円そ の 他

１００．０%２８０億７，４０３万３千円合 計

一般会計

＊上記の金額は、平成２０年３月３１日現在の住民
基本台帳人口４７，８３７人で算出しています。

※現在高には平成１９年度借入額を含みます。

その他　４３，９６０円

１００．０％１，２９４万４千円国保診療施設勘定

１００．０％２９億２，０９１万円公共下水道事業債

１００．０％３４億７，３９１万３千円農業集落排水事業債

１００．０％２億１，６５０万６千円戸別浄化槽整備事業債

１００．０％１４億９，５８３万２千円上水道事業債

１００．０％２８億９，８２１万円簡易水道事業債

１００．０％１億７，７３２万１千円宅地造成事業債

１００．０％２億５，３４５万７千円温 泉 事 業 債

特別会計

　一般会計当初予算では２０５億８

千万円でしたが、その後、事業の

追加などにより５回の予算補正を

行い、平成２０年３月３１日現在の予

算額は２１３億５，８２１万７千円となっ

ています。

衛生費　４０，５３５円 農林水産業費　31,890円

における収入額及び支出額並びにＨ２０年度への繰越額は含まれていません。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号１７

常陸大宮市告示第４４号
　地方自治法第２４３条の３第１項
に基づく常陸大宮市財政事情書の
作成及び公表に関する条例（昭和
４２年大宮町条例第２６号）の定める
ところにより常陸大宮市財政事情
書を公表する。
　平成２０年５月３０日

常陸大宮市長　三次真一郎
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支出済額収入済額予　算　額特別会計区分

４５億５６９万５千円４３億２７６万４千円４９億８，１４７万８千円事 業 勘 定国民健康保
険特別会計 ２億１，０５４万９千円２億３０９万１千円２億２，６７４万円診療施設勘定

４４億７，６４９万３千円４５億７，３０４万３千円４９億９，５４２万４千円老人保健特別会計

４億３，２０７万１千円４億９，６８６万８千円７億１，０４６万９千円公共下水道事業特別会計

４０２万８千円３，６５２万３千円５５０万円公営墓地特別会計

８億４，０３７万７千円７億３３５万１千円１２億４，７９９万８千円農業集落排水事業特別会計

３０億２８３万６千円３１億７，３４１万１千円３２億９，０９２万１千円介護保険特別会計

７億８，０４１万８千円８億５，０５０万６千円９億５，３７１万１千円簡易水道事業特別会計

２，１７４万８千円４，１６３万３千円４，３７４万９千円宅地造成事業特別会計

５，２０７万４千円４，２８２万８千円６，０８１万６千円戸別浄化槽整備事業特別会計

５万８千円５５万７千円４０万円那珂地方公平委員会特別会計

２億４，６４４万２千円２億４，９０９万５千円２億４，９１４万円温泉事業特別会計

�������	

常陸大宮市総務部財政課

公共施設敷地
３，７５１，１４９．９�

宅　地
１６４，５３８．９３�

山林、原野等
７，０４４，９５３．０３�

建　物
２７２，４７２．４４�

基金及び出資金
７３億８，７１３万６千円

車　３２６台

民生費　１０５，４５１円 公債費　７３，００２円 総務費　５６，４１８円 教育費　５４，４８３円 土木費　４０，７４０円

※上記の収入済額及び支出済額には，出納整理期間（Ｈ２０．４．１～Ｈ２０．５．３１）
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「
救
急
の
日
」
は
、
救
急

業
務
及
び
救
急
医
療
に
対

し
て
皆
さ
ん
の
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
昭
和　

年
に
定
め
ら
れ

５７

ま
し
た
。
以
来
、毎
年
９
月
９
日
を「
救

急
の
日
」
と
し
て
、
こ
の
日
を
含
む
１

週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

け
が
や
事
故
な
ど
に
よ
る
大
出
血

や
、
心
肺
停
止
状
態
と
な
り
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
る
人
の
数
は
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）
が
適
切
な

応
急
処
置
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
傷
病
者

の
救
命
効
果
が
一

層
向
上
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
心

停
止
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
一
般
の

人
も
使
用
で
き
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
が
、
駅
や
公
共
施
設

な
ど
様
々
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
う

た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
習
得
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
救
急
車
が
、
出
動
要

請
が
あ
っ
て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
時
間
は
全
国
平
均
で
６
分
。
常
陸

大
宮
管
内
で
は
地
理
的
環
境
に
よ
り
８

分
位
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
）
が
傷
病
者
に
対
し
て
何
も

し
な
い
の
と
、
手
当
に
当
た
る
の
と
で

は
蘇
生
率
が
ま
っ
た
く
違
う
の
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
大
切
な
家
族
や
友
人

等
が
事
故
や
病
気
で
突
然
倒
れ
て
し
ま

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
勇
気

を
持
っ
て
手
当
に
当
た
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　

救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
住
民

に
よ
る
応
急
手
当
、
救
急
隊
員
の
応
急

処
置
と
搬
送
、
医
療
機
関
で
の
処
置
の

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

連
携
プ
レ
ー
の

第
一
歩
が
、
応

急
手
当
か
ら
は

じ
ま
る
の
で
す
。

　

常
陸
大
宮
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
月

第
４
土
曜
日
に
普
通
救
命
講
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法

な
ど
を
行
い
、
３
時
間
の
受
講
と
な
り

ま
す
。
終
了
後
に
終
了
証
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す

応
急
手
当
の
重
要
性

応
急
手
当
の
重
要
性

応
急
手
当
の
重
要
性
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9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

9
月
9
日
は

9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

　
「
救
急
の
日
」

救
命
講
習
を
受
講
し
よ
う
！

救
命
講
習
を
受
講
し
よ
う
！

救
命
講
習
を
受
講
し
よ
う
！
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「自由花」
大串　啓子
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10回×３セット

①仰向けに寝て、上体を床にぴったりつ
け、両脚を浮かせて膝を曲げます。

②両手は体の横に添え、手のひらを下に
向けます。

③息を吐きながら、床を手で押すように
してお尻を少し持ち上げます。（お尻
を高く浮かせる必要はありません。勢
いをつけずに行いましょう。）

④息を吸いながら元に戻します。

「生花株生」
�村　君江

「生花新風体」
上久保　葉子
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号２１
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 問い合わせ先 　第２３回国民文化祭常陸大宮市実行委員会事務局（生涯学習課国民文化祭推進グループ）
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号２２

れ
、
そ
れ
を
換
金
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
一
日
の
日
当
が
一
円
に

な
れ
ば
い
い
方
と
い
う
時
代
で
し
た
。
し

か
し
築
堤
工
事
で
は
、
背
負
い
箱
で
一
日

二
〜
三
円
、
一
輪
車
で
四
〜
五
円
、
リ
ヤ

カ
ー
で
は
十
円
近
く
の
賃
金
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
戦
時
下

で
、
ま
た
罹
災
後
の
人
々
の
失
業
対
策
と

し
て
も
か
な
り
の
実
効
を
上
げ
、
一
年
半

後
の
昭
和
十
八
年
七
月
、
千
二
百
メ
ー
ト

ル
に
お
よ
ぶ
堤
防
が
完
成
し
た
の
で
す
。

現
在
の
御
前
山
総
合
支
所
入
口
の
前
の
河

原
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
、
国
道
１
２
３

号
線
の
旧
道
が
最
も
川
に
近
づ
く
辺
り
に

か
け
て
の
堤
防
が
そ
れ
で
す
。

　

そ
の
後
も
昭
和
二
十
二
年
、
同
六
十
一

年
に
洪
水
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦

時
下
に
作
ら
れ
た
堤
防
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
皆
川
広
一
氏
の
死
の
二

年
後
の
昭
和
二
十
七
年
、
野
口
上
郷
の
堤

防
上
に
築
堤
の
完
成
を
記
念
し
た
石
碑
が

建
て
ら
れ
、
翁
の
業
績
を
顕
彰
し
て
い

ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

���
���
�

�
�
�

　

昭
和
十
三
年
と
十

六
年
の
二
度
に
わ
た

り
、
大
雨
に
よ
る
増

水
で
那
珂
川
流
域
で

は
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

御
前
山
野
口
地
区
に

は
堤
防
が
な
く
、
那

珂
川
の
河
川
敷
は
畑

地
や
道
路
、
集
落
と

隣
接
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
水
害
で

は
、
家
屋
の
浸
水
や
耕
地
の
流
出
な
ど
の

被
害
が
大
き
く
、
こ
れ
を
機
に
地
区
内
の

高
い
場
所
へ
移
転
し
た
家
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
時
下
の
苦
し
い
生
活

は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

相
次
ぐ
洪
水
の
被
害
に
、
住
民
の
間
で

堤
防
を
築
く
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
具
体
化

し
て
い
き
ま
し
た
。
十
六
年
七
月
の
罹
災

の
あ
と
、
早
く
も
翌
月
に
は
堤
防
期
成
同

盟
会
（
会
員：

罹
災
者
、
関
係
地
主
）
が

結
成
さ
れ
、
当
時
の
上
郷
区
長
の
皆
川
広

一
が
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

皆
川
広
一
は
野
口 
大  
畑 
に
生
ま
れ
、
三

お
お 
ば
た
け

十
歳
か
ら
四
十
歳
の
頃
に
当
地
に
お
い
て

大
畑
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合（
以
下「
組

合
」 略
）
を
結
成
し
、
そ
の
会
長
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
組
合
は
、
産
業
組
合
法
（
明

治
三
十
三
年
）
に
基
づ
く
協
同
組
合
で
、

砂
糖
や
茶
な
ど
の
生
活
物
資
の
販
売
や
農

家
向
け
の
金
融
な
ど
を
行
う
、
互
助
的
な

組
合
組
織
で
し
た
。
皆
川
は
義
に
厚
い
と

定
評
の
あ
っ
た
人
物
で
、
組
合
員
の
経
済

状
況
を
普
段
か
ら
見
知
っ
て
い
た
だ
け
に

資
金
の
回
収
な
ど
の
組
合
運
営
に
苦
労
を

重
ね
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
の
解

散
後
も
上
郷
区
長
、
村
学
務
委
員
、
村
議

会
議
員
を
歴
任
し
た
名
士
で
し
た
。

　

堤
防
期
成
同
盟
会
の
会
長
に
な
っ
た
皆

川
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
土
木
工
事
の
準

備
と
県
と
の
折

衝
に
明
け
暮
れ

ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
工
事
は

県
の
負
担
に
よ

り
地
元
が
請
け

負
う
形
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

�
�
�
�
��
�
	



　

工
事
は
昭
和
十
六
年
暮
に
着
工
し
ま
し

た
。
設
計
や
測
量
な
ど
は
県
か
ら
技
師
が

派
遣
さ
れ
、
住
み
込
み
で
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。
当
時
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

の
真
っ
た
だ
中
で
、
男
性
は
多
く
が
出
征

し
て
い
た
た
め
、
女
性
が
主
力
と
な
り
、

高
齢
者
も
そ
れ
を
補
い
働
い
た
そ
う
で

す
。
工
具
も
不
足
す
る
中
、
農
具
を
使
用

し
た
り
、
工
事
用
の
道
具
を
新
た
に
考
案

し
、
専
門
に
製
作
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
分
担
し
て
労
働
に
あ
た
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

堤
防
を
築
く
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
近

く
の
畑
か
ら
土
を
運
び
盛
り
上
げ
る
「
盛

土
」
と
い
う
作
業
が
主
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
た
め
付
近
住
民
は
畑
の
土
を
売
却
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
「
堤
防
を
作
る

た
め
な
ら
ば
」
と
無
償
で
提
供
す
る
家
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
労
働
の
割
り
当
て

な
ど
は
な
く
、
就
労
希
望
者
が
希
望
日
数

だ
け
働
く
、
と
い
う
制
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
賃
金
は
日
当
で
は
な
く
労
働
量
、
つ

ま
り
盛
土
の
運
搬
回
数
や
運
搬
量
で
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
堤
防
の
盛
土
が
低
い

う
ち
は
リ
ヤ
カ
ー
で
、
中
段
に
な
る
と
一

輪
車
で
、
上
段
に
な
る
と
「
ハ
コ
」
と
呼

ば
れ
る
背
負
箱（
木
製
の
箱
で
背
負
う
形
、

中
に
土
を
入
れ
て
運
び
、
箱
に
つ
い
た
紐

を
引
く
と
立
っ
た
ま
ま
箱
か
ら
土
が
下
ろ

せ
る
よ
う
に
細
工
さ
れ
て
い
た
）
で
背
負

い
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
リ
ヤ
カ
ー
や
一
輪

車
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
面
積
と
土
の

深
さ
に
よ
り
運
ぶ
土
の
量
を
計
算
し
て
お

き
、
そ
れ
に
よ
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
。
土
を
一
度
に
多
量
に
運
ぶ
た
め
、
主

に
男
性
の
仕
事
で
し
た
。
一
方
、
背
負
い

箱
は
背
負
え
る
く
ら
い
の
大
き
さ
の
箱
に

土
を
詰
め
て
堤
防
の
上
段
ま
で
持
ち
上
げ

る
こ
と
を
繰
り
返
す
作
業
で
す
。
こ
ち
ら

は
一
回
の
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め

主
に
女
性
の
仕
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
杯
盛
土
を
す
る
と
一
枚
引
換
券
が
出
さ

　

皆
川
啓
氏
、
皆
川
重
明
氏
に
聞
き
取
り
調
査
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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�
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ひ
ろ 
か
ず

▲堤防遠景



広報　常陸大宮　　　　平成２０年８月号２３
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　日頃から花と緑の環境美化にご協力をいただいておりますが、８月に行われる第36回花と緑の環境美化
コンクール（大好きいばらき県民会議主催）に推薦する団体が選出されました。
　今年度の推薦団体は次のとおりです。
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野口在住　木内　治さん

再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（７月１日現在・推計常住者）　総人口４６，５２９人（男２２，７１９人、女２３，８１０人）　世帯数１６，２９７世帯

 「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008
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学校の部：おがわ幼稚園 学校の部：大宮西小学校 学校の部：第二中学校

フラワーロードの部：睦会（美和地域） 地域の部：川西老睦会（緒川地域） 団体・職場の部：吉田千歳会（美和地域）




